ごしょごしょクラブ・2年が過ぎて
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ひと雨ごとに秋も深まり、そろそろコタツの恋しい季節になってきましたが、みなさんいかがお過ごしでしょうか。早いもので、ごしょごしょクラブも、ある程度の形になってから早や２年。今のように、毎週なんだかんだと集まるようになって１年が過ぎました。正直な話、はじめの頃は、こんなふうにやれるとは思っていませんでした。『笑う不登校』の宣伝ではないけれど、本当に「学校から自由になって、家庭で育つ子どもたちとの暮らしは驚きと発見に満ちている」、仲間さえいれば、こんなに豊かに暮らせるのかと、実感する日々です。

常時参加しているのは5家族、子どもは７、8人ほどの小さな集まりですが、この2年ほどの間に、親も含めていろんな影響を与え合い、楽しい時間を過ごすことができました。

先月の「らくがき教室」は、みんなで動物園に行って講師の信子さんとワイワイしゃべりながら好きなように絵を楽しんだし、豚汁パーティーでは、２月にみんなで作ったお味噌の味比べをしながら、持ち寄りの具で作った豚汁をおなかいっぱい食べました。自分たちで作ったおいしいものを食べて、みんなで遊びまくった後、なかなか帰りたがらない子どもらをなんとか言いくるめて帰り支度をします。いつも「またなー、バイバーイ！」と言って自転車の荷台に積まれた次男（８歳）は「あー、おもろかった！」と、満足そうに鼻歌を歌い始めます（もうちょっと小さい声で歌えよなー･･･）。

そりゃまあ、いろいろややこしいこともありますが、今のところ子どもたちは、日々の生活に「満足」と「幸せ」を感じてくれているらしいので、うちはまだしばらくこうやって家でやっていくんでしょう（お金もあんまりかからないし、だいたい親がもうこの気楽で自由な生活やめられないというのもある）。

自分の子どもたちが、おいしいものを食べ、いっぱい遊んで勉強できる機会を持ち、幸せに眠りにつけるというのは、すべての親たちの願い。それができる私たち親も幸せです。しかし、それを享受できる親子は、実は本当にわずかであるということを、「世界が百人の村だとしたら･･･」という詩は教えてくれます。

